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園
　
田
　
浩
　
文

新
中
央
病
院
の
交
通
ア
ク
セ
ス
と

　
名
称
に
つ
い
て

新
中
央
病
院
の
交
通
ア
ク
セ
ス
と

　
名
称
に
つ
い
て

よ
り
多
く
の
希
望
者
に
受
け
て
も
ら
う

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
各
機
関
と
の

連
携
支
援
の
中
に
電
話
相
談
が
あ
る
が
、

阿
蘇
市
に
お
け
る
活
動
は
。
ま
た
、
相

談
し
や
す
い
窓
口
、
気
軽
に
相
談
で
き

る
場
を
お
願
い
し
た
い
が
。

健
康
福
祉
課
長
　
保
健
所
を
中
心
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
市
で
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中

に
窓
口
を
作
り
、
対
面
・
電
話
相
談
な

ど
今
後
研
究
し
、
自
殺
予
防
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

園
田
　
新
中
央
病
院
建
設
に
お
い
て
、
建
物

や
駐
車
場
の
位
置
関
係
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

岩
下
阿
蘇
中
央
病
院
事
務
局
長
　
位
置
関
係

は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
建
設
予
定
地

は
、
阿
蘇
中
学
校
跡
地
に
決
定
し
て
お
り
ま

す
。

園
田
　
現
在
の
阿
蘇
中
学
校
、
碧
水
小
学
校

周
辺
は
道
幅
が
狭
く
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
も

あ
り
、
朝
夕
の
子
供
達
の
登
下
校
時
は
、
交

通
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
が
対
策
は
。

事
務
局
長
　
今
後
業
者
が
決
定
次
第
、
そ
の

基
本
計
画
の
中
で
、
子
供
、
住
民
の
安
全
を

第
一
に
考
え
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

園
田
　
阿
蘇
中
央
病
院
の
一
日
平
均
の
車
両

の
出
入
は
何
台
く
ら
い
か
。

事
務
局
長
　
救
急
車
の
台
数
は
年
間
約
６
０

０
台
、
外
来
・
お
見
舞
い
の
方
々
、
病
院
関

係
者
な
ど
含
め
、
一
日
１
０
０
台
く
ら
い
で

す
。

園
田
　
中
核
病
院
と
し
て
多
方
面
か
ら
の
受

け
入
れ
も
多
く
な
り
ま
す
。
坊
中
三
差
路
か

ら
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
道
路
も
選
択
肢
の

一
つ
に
加
え
て
頂
き
た
い
が
。

事
務
局
長
　
今
後
、
業
者
の
方
が
決
ま
り
次

第
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
な
ど
と
並
行
し
て
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

園
田
　
新
病
院
の
名
称
を
熊
大
と
の
連
携
が

分
か
る
名
称
に
し
て
は
ど
う
か
。
例
え
ば

﹁
熊
大
付
属
阿
蘇
中
央
病
院
﹂
な
ど
。

事
務
局
長
　
熊
大
病
院
の
意
向
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

市
長
　
今
ま
だ
、
そ
う
い
う
事
に
つ
い
て
は

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
熊
大
と
の
連
携
は
、

絶
対
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
し
っ
か

り
と
、
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
　
宮
　
正
　
行

髙
宮
　
本
市
の
自
殺
者
の
数
は
非
常
に

多
い
と
聞
く
が
推
移
は
。

城
健
康
福
祉
課
長
　
毎
年
　
～
　
名
の

か
た
が
自
殺
で
亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、

阿
蘇
市
の
自
殺
者
は
県
下
で
も
ト
ッ
プ

グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

髙
宮
　
国
が
自
殺
対
策
基
本
法
を
施
行

し
て
い
る
が
、
阿
蘇
市
の
基
本
法
の
展

開
は
い
か
に
。

健
康
福
祉
課
長
　
自
殺
総
合
対
策
大
綱

に
基
づ
き
、
重
点
施
策
が
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
高
齢
者
の
心
の
健

康
、
特
に
鬱
の
早
期
発
見
、
診
断
、
治

療
ま
で
の
地
域
連
携
体
制
の
構
築
を
目

指
し
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

髙
宮
　
阿
蘇
保
健
所
と
阿
蘇
市
で
や
ら

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
市
民
に
広
く
周

知
さ
れ
て
い
な
い
。
広
く
周
知
し
地
域

の
連
携
を
作
り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
次
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研

修
と
い
う
の
は
何
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
職
員
、
保
健
福
祉
担

当
、
消
費
者
担
当
、
税
務
課
担
当
な
ど
、

広
く
市
民
に
接
す
る
人
達
に
自
殺
対
策

の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
為

の
研
修
会
で
あ
り
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

髙
宮
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
も
、

12

13

坊中三差路

一の宮保健センター



(15)

観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

森
　
元
　
秀
　
一

市
　 

原
　
　  

正

六
年
間
の
市
政
運
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に
つ
い
て

︵
市
長
自
身
に
よ
る
評
価
と
今
後
の
ビ
ジ
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ン
︶

六
年
間
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

︵
市
長
自
身
に
よ
る
評
価
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
︶

森
元
　
今
後
の
阿
蘇
市
の
観
光
振
興
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。

市
長
　
自
然
景
観
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

温
泉
・
草
原
・
火
口
等
を
生
か
し
、
阿
蘇

に
住
む
地
域
の
皆
さ
ん
方
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
、
効
果
を
発
揮
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

森
元
　
外
国
人
観
光
客
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
た
い
。

①
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
と
発
信

②
　
お
も
て
な
し
の
一
環
、
ハ
ン
グ
ル
、

　
中
国
、
英
会
話
の
語
学
実
習
に
つ
い
て

③
　
サ
イ
ン
関
係
の
充
実
化

吉
良
商
工
観
光
課
長
　
①
に
つ
い
て
は
、

多
言
語
化
を
現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
。
４

月
を
目
処
に
、
中
国
向
け
の
観
光
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
予
定
に
し
て
お
り

ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
等
と
も
、
連

携
し
な
が
ら
、
学
習
会
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

③
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
観
光
客
の
訪
れ

る
所
は
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
継

続
的
に
多
言
語
化
し
た
サ
イ
ン
整
備
は
進

め
る
考
え
で
お
り
ま
す
。

森
元
　
経
済
雇
用
対
策
の
重
要
性
と
し
て

﹁
観
光
資
源
の
発
見
で
、
人
が
賑
わ
う
地

域
づ
く
り
﹂
伝
統
芸
能
や
、
古
い
町
並
み

を
生
か
し
た
街
づ
く
り
や
、
活
力
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
を
、
阿
蘇
市
の
総
力
を
挙

げ
た
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

商
工
観
光
課
長
　
阿
蘇
を
拠
点
と
し
、
周

り
の
市
町
村
と
連
携
し
た
滞
在
型
観
光
の

展
開
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
に
、﹁
期
日
前
投
票
の
簡
素
化
に
つ
い
て
﹂、

﹁
選
挙
公
報
の
事
前
配
布
に
つ
い
て
﹂
、

﹁
ハ
ー
ト
フ
ル
駐
車
場
利
用
証
制
度
に
つ

い
て
﹂
、
﹁
子
宮
頸
が
ん
、
子
ど
も
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
助
成
に
つ
い
て
﹂
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

さ
、
そ
こ
に
住
む
人
達
の
生
活
を
し
っ
か

り
支
え
て
い
る
す
ば
ら
し
い
自
然
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
草
原
特
区
と
い
う
大
き

な
枠
組
み
の
中
で
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
他
に
、
﹁
野
焼
き
時
の
山
火
事
発
生
対

策
に
つ
い
て
﹂
、
﹁
お
知
ら
せ
端
末
の
活

用
に
つ
い
て
﹂
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。野焼き後の風景

阿蘇駅前ロータリー

市
原
　
阿
蘇
市
誕
生
か
ら
六
年
、
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ま

れ
た
佐
藤
市
長
の
ご
自
身
に
よ
る
こ
れ
ま

で
の
評
価
︵
自
己
評
価
︶
に
つ
い
て
は
。

佐
藤
市
長
　
合
併
し
て
六
年
、
こ
の
間
国

の
財
政
状
況
も
厳
し
く
な
る
中
で
市
の
や

る
べ
き
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
財
源
を
い

か
に
確
保
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
望
ま
れ

る
政
策
を
実
行
す
る
か
が
、
私
に
与
え
ら

れ
た
課
題
で
あ
り
、
い
つ
も
前
向
き
に
取

り
組
み
、
自
己
評
価
に
つ
い
て
も
、
た
だ

一
生
懸
命
や
る
の
み
で
あ
り
ま
し
て
、
評

価
は
市
民
の
皆
さ
ん
方
が
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

市
長
　
市
民
の
皆
さ
ん
方
が
、
安
心
安
全

に
過
ご
せ
て
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
言

え
る
、
そ
う
い
う
市
を
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
作
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
育
て

支
援
、
医
療
、
教
育
等
の
問
題
や
、
主
た

る
産
業
で
あ
る
農
業
と
観
光
等
に
つ
い
て

将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
と
こ
ろ
で

の
取
り
組
み
を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
と
最
近
、
九
州
全
域
を
巻
き
込
み
、
こ

の
阿
蘇
の
自
然
の
大
切
さ
、
草
原
の
大
切

市
原
　
今
後
の
市
政
運
営
に
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
。
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